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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 3 3 3 2 0 0
3 * 0 1 1 2 0 0 0 0 2 2 0 1 1 0
7 0 1 5 6 7 0 0 1 1 1 2 1 3 1 0
14 * 0 6 0 3 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
17 0 1 2 2 3 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0
21 * 0 0 3 5 2 2 1 2 10 12 3 0 3 1
30 * 3 6 7 10 1 2 3 3 6 9 4 5 1 0
38 * 4 7 5 10 0 0 1 5 6 11 2 2 1 1
55 0 0 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 1 3 0 2 2 2 3 1 0 1 1 1 2 0
2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
6 * 2 9 5 10 4 4 0 4 9 13 3 3 1 0
10 * 0 0 2 3 0 0 2 2 4 6 0 0 3 0
11 * 1 6 3 6 0 0 2 2 5 7 4 0 0 0
20 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0
24 0 0 0 3 5 0 0 0 1 4 5 1 0 1 1
33 * 3 11 4 13 1 2 3 0 0 0 3 3 1 0
37 * 0 0 0 1 0 0 2 0 1 1 0 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
7 30 17 41 7 8 13 10 23 33 13 8 11 1
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中西 琢斗 6 22
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竹村 蓮 18 33
岡田 卓也 0 16
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熊谷 篤 5 25
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坂本 耕大 0

中島 海渡 4
松橋 和希 20
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大庭 岳輝 24 38
リンダーライアン 雅輝 22 37

-
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髙田 颯斗 2 9

川口 廉人 0 25
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永尾 友弥 0 8
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.09.30
京都産業大学開始時間 16:00

会　　場 近畿大学記念会館

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

京都産業大学

Ｆ
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№

コ ー ト
勝ち点8 勝ち点1試 合 ＮＯ144

84 62

敗チーム

立命館大学

男子

戦評
【総括】
1つでも白星を残して前半戦を終えたい立命館大学と前半戦一敗するも抜群の強さで首位につく京都産業大学の
一戦。お互いに中々流れを譲らない展開が続いたが高いオフェンス力を持つ、京産大が終盤になるに連れ調子を
上げ、しぶとく喰らいつく立命館を引き離し京産大が勝利。前半戦を首位で折り返した。
【第1ピリオド】
立命館#6松橋のシュートと、#33竹村のバスケットカウントで連続得点で先制。京産大は変則的なディフェンスと#30
大庭、#21会田のシュートで簡単にリードを許さない。終盤京産大は#21会田のインサイドと#17真鍋の3Pシュートで
点差を縮め、21-19で立命館のリードで第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
京産大は開始早々#30大庭のジャンプシュートと速攻で逆転。このまま京産大は立命館を突き放しにかかる。点差が
6点に開いたところで立命館はたまらずタイムアウト。その後立命館は#11松本の3Pシュートとドライブインでなんとか
喰らいつく。ここで追いつきたい立命館はディフェンスをゾーンに変える。しかし京産大はアウトサイド陣を中心にオ
フェンスを組み立て、点差を10点差に広げる。さらにブザーと同時に#38リンダーがこぼれ球を押し込み、30-42京産
大リードで前半を終える。
【第3ピリオド】
互いに流れを簡単に譲らない展開が続く。先に均衡を破ったのは京産大。中盤#38リンダーの3Pシュートをきっかけ
にリズムの良いオフェンスを組み立てる。ここで立命館はタイムアウト。タイムアウト後、立命館#33竹村のスリーポイン
トが決まり、再び一進一退の攻防が続く。結果44-59京産大が点差は拾えたが、勢いは互いに譲らないピリオドに
なった。
【第4ピリオド】
逆転を狙う立命館は高い位置からプレッシャーをかける。対する京産大は慌てることなくゲームを進め、#30大庭、
#38リンダーがフリーになった3Pシュートを確実に決める。たまらずタイムアウトをとる立命館。#6松橋、#1熊谷の3P
シュートが決まるも、勢いに乗った京産大は止まらない。立命館は勝利への執念を見せるも届かず62-84で京都産
業大学が勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

山口、渡辺(近畿大)戦評古谷　栄一郎 副審 大野　哲広


